
活動報告 

団 体 名 リコンストラクション・ジャパン 

活 動 名 小屋浦（広島県）の復興のための支援活動 

活動期間 2018年 7月～2018年 12月 

活動の成果 

小屋浦地区では一時的にニーズがなくなりかけましたが、それは「被災者がボ

ランティアにニーズを出す作業がなかった」だけであって、実際はボランティア

が作業できる内容のニーズはたくさんありました。実際サテライトが 4 丁目から

3丁目に移動してからは 100件ほどのニーズが上がってきました。それに加えソ

フト面の支援である炊き出し、イベント開催等も増え、ボランティア作業は常に

人手不足に陥っておりました。小屋浦サテライトで活動したボランティアさんが、

被災された地元の人たちを巻き込んで作業をすることもあり、皆さま声を上げて

「ありがとう」「本当に助かりました」といった感謝の声を頂きました。一回炊き

出しを行えば 100人ほどは集まってきます。今回はクリスマスツリーの点灯とい

うこともあり、（実測はできませんが）かなりの方の目に留まった事と思います。 

 個人的な課題としては遠方の為、だんだん現地に足を運ぶ回数が減ってしま

ったことです。 

やることはたくさんあるのですが、なかなか都合がつけられなかったのが課題

です。 

寄付者への 

メッセージ 

日ごろからご支援いただきまして誠にありがとうございます。 

  

テレビ等ではほとんど報道されなくなりましたが、小屋浦だけではなく豪雨災

害の被災地のほとんどのところでまだまだ復興とは程遠い状況が広がっておりま

す。 

復興どころか被災されたままの状態がまだまだ多く存在いたします。 

それでも役場はボラセンを次々に閉じ、ボランティア活動が中止させられてお

ります。 

まだまだニーズは多数存在いたします。我々が活動していた小屋浦サテライト

も 2019年 1月 14日をもって閉所することになりました。 

サテライトは閉所しても今後も何かしらの支援は行って行きたいと思っており

ますので、引き続きの支援を賜りますよう、お願いいたします。 

 

  



（活動のようす） 

 

 

 

 


